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(57)【要約】
【課題】２枚の液晶パネルを重ねた場合に顕著になるモ
アレの発生を低減させると共に、重ねた液晶パネルの画
素に視差が生じることによる映像の影を目立たなくする
ことで、表示品位の高い液晶表示装置を実現する。
【解決手段】本発明の液晶表示装置の駆動装置は、第１
の液晶パネルと第２の液晶パネルとを重ね合わせ、液晶
パネルのそれぞれが映像ソースに基づいた映像を出力す
るとき、上記第１の液晶パネルに対して、映像ソースに
応じた映像を出力するとともに、上記第２の液晶パネル
に対して、上記映像ソースをスムージング処理した映像
を出力する映像処理回路とを備える。上記映像処理回路
は、上記映像ソースから、上記第２の液晶パネルにおけ
る、注目画素を含む領域内で、該注目画素の階調値と、
残りの画素の階調値との差分を求めて、この差分に応じ
て上記注目画素を含むスムージング処理の対象となる領
域のサイズを変化させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルを２枚以上重ね合わせ、偏光吸収層が液晶パネルを挟んでクロスニコルの関
係に設けられ、該液晶パネルのそれぞれが同じ映像ソースに基づいた映像を出力する、バ
ックライトを備えた液晶表示装置の駆動装置であって、
　隣接した２枚の液晶パネルのうち、バックライトから離れた位置に配置された液晶パネ
ルを第１の液晶パネルとし、他方の液晶パネルを第２の液晶パネルとしたときに、
　上記第１の液晶パネルに対して、映像ソースに応じた映像を出力するとともに、上記第
２の液晶パネルに対して、上記映像ソースをスムージング処理した映像を出力する映像処
理回路とを備え、
　上記映像処理回路は、
　上記映像ソースから得られる映像データから、上記第２の液晶パネルにおける、注目画
素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域内で、該注目画素の階調値と、残りの
画素の階調値との差分を求めて、この差分が大きいほど、上記注目画素を含むスムージン
グ処理の対象となる領域内の画素数を増やすことを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２】
　液晶パネルを２枚以上重ね合わせ、偏光吸収層が液晶パネルを挟んでクロスニコルの関
係に設けられ、該液晶パネルのそれぞれが同じ映像ソースに基づいた映像を出力する液晶
表示装置の駆動装置であって、
　隣接した２枚の液晶パネルのうち、バックライトから離れた位置に配置された液晶パネ
ルを第１の液晶パネルとし、他方の液晶パネルを第２の液晶パネルとしたときに、
　上記第１の液晶パネルに対して、映像ソースに応じた映像を出力するとともに、上記第
２の液晶パネルに対して、上記映像ソースをスムージング処理した映像を出力する映像処
理回路とを備え、
　上記映像処理回路は、
　上記映像ソースがＲＧＢの映像信号であるとき、上記第２の液晶パネルにおける、各画
素のＲＧＢの階調の最大値をそれぞれ求めて第１の映像データを得て、
　上記第１の映像データから、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域
内で、該注目画素の階調値と、残りの画素の階調値との差分を求めて、この差分の上記領
域内での最大値の大きさによって、上記領域内の画素数を増減し、画素数が決定された後
の領域内における階調の最大値を上記注目画素の階調値として第２の映像データを求めて
、上記第１の映像データの注目画素の階調値と、この第１の映像データの注目画素に対応
する、上記第２の映像データの上記領域内における各画素の階調値との差分を求めて、こ
の差分が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング処理の対象となる領域内の画素数
を増やすことを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項３】
　液晶パネルを２枚以上重ね合わせ、偏光吸収層が液晶パネルを挟んでクロスニコルの関
係に設けられ、該液晶パネルのそれぞれが同じ映像ソースに基づいた映像を出力する液晶
表示装置の駆動装置であって、
　隣接した２枚の液晶パネルのうち、バックライトから離れた位置に配置された液晶パネ
ルを第１の液晶パネルとし、他方の液晶パネルを第２の液晶パネルとしたときに、
　上記第１の液晶パネルに対して、映像ソースに応じた映像を出力するとともに、上記第
２の液晶パネルに対して、上記映像ソースをスムージング処理した映像を出力する映像処
理回路とを備え、
　上記映像処理回路は、
　上記映像ソースがＲＧＢの映像信号であるとき、上記第２の液晶パネルにおける、各画
素のＲＧＢの階調の最大値をそれぞれ求めて第１の映像データを得て、
　上記第１の映像データから、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域
内で、該注目画素から離れるにしたがって値が大きくなるようにあらかじめ設定された２
次元のフィルタの値を上記第１の映像データの領域内の各画素の階調値から差し引いた値
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の最大値を該注目画素の階調値とし、この階調値が大きいほど、上記注目画素を含むスム
ージング処理の対象となる領域内の画素数を増やすことを特徴とする液晶表示装置の駆動
装置。
【請求項４】
　液晶パネルを２枚以上重ね合わせ、偏光吸収層が液晶パネルを挟んでクロスニコルの関
係に設けられ、該液晶パネルのそれぞれが同じ映像ソースに基づいた映像を出力する、バ
ックライトを備えた液晶表示装置の駆動装置であって、
　隣接した２枚の液晶パネルのうち、バックライトから離れた位置に配置された液晶パネ
ルを第１の液晶パネルとし、他方の液晶パネルを第２の液晶パネルとしたときに、
　上記第１の液晶パネルに対して、映像ソースに応じた映像を出力するとともに、上記第
２の液晶パネルに対して、上記映像ソースをスムージング処理した映像を出力する映像処
理回路とを備え、
　上記映像処理回路は、
　上記映像ソースから得られる映像データから、上記第２の液晶パネルにおける、注目画
素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域内で、該領域内の画素の階調値の最大
値が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング処理の対象となる領域内の画素数を増
やすことを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項５】
　液晶パネルを２枚以上重ね合わせ、偏光吸収層が液晶パネルを挟んでクロスニコルの関
係に設けられ、該液晶パネルのそれぞれが同じ映像ソースに基づいた映像を出力する液晶
表示装置の駆動装置であって、
　隣接した２枚の液晶パネルのうち、バックライトから離れた位置に配置された液晶パネ
ルを第１の液晶パネルとし、他方の液晶パネルを第２の液晶パネルとしたときに、
　上記第１の液晶パネルに対して、映像ソースに応じた映像を出力するとともに、上記第
２の液晶パネルに対して、上記映像ソースをスムージング処理した映像を出力する映像処
理回路とを備え、
　上記映像処理回路は、
　上記映像ソースがＲＧＢの映像信号であるとき、上記第２の液晶パネルにおける、各画
素のＲＧＢの階調の最大値をそれぞれ求めて第１の映像データを得て、
　上記第１の映像データから、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域
内における階調値の最大値の大きさによって、上記領域内の画素数を増減し、画素数が決
定された後の領域内における階調の最大値を上記注目画素の階調値として第２の映像デー
タを求めて、該第２の映像データの注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる
領域内における階調値の最大値が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング処理の対
象となる領域内の画素数を増やすことを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項６】
　上記スムージング処理は、
　Ｎ×Ｍ（Ｎ，Ｍは自然数）画素領域での最大階調値を求め、その値をＭ×Ｎ画素の中心
画素の値とし、その値に対して平滑化フィルタにより平滑化する処理であることを特徴と
する請求項１～５の何れか１項に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネルを２枚以上重ね合わせた液晶表示装置の駆動装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置のコントラストを向上させる技術として、例えば特許文献１には、２枚の
液晶パネルを重ね合わせて、各偏光板が互いにクロスニコルを形成するようにした複合化
液晶表示装置が開示されている。この特許文献７では、１枚のパネルにおけるコントラス
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ト比が１００であったものを、２枚のパネルを重ね合わせることでコントラスト比を３～
４桁程度にまで拡大できることが記載されている。
【特許文献１】特開平５－８８１９７号公報（公開日：１９９３年４月９日）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところが、特許文献１は、２枚の液晶パネルを重ねることで、それぞれの液晶パネルの
階調を上げずに、高階調化を図ることを目的としてなされたものであるので、特にモアレ
対策が施されていない。このため、モアレによる表示品位が著しく低下する虞があった。
【０００４】
　具体的には、特許文献１に開示された複合型液晶表示装置は、第１の液晶パネル、第２
の液晶パネル、およびバックライトによって構成され、第２の液晶パネルは、第１の液晶
パネルとバックライトの間に位置され、バックライトからの光を変調し、第１の液晶パネ
ルは、第２の液晶パネルによって変調された光を受け、コントラストの高い映像を表示す
る。
【０００５】
　この複合型液晶表示装置では、第２の液晶パネルの変調は、入力された映像信号を元に
決定される。このため、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルの画素数(解像度)が同等で
あり、且つ映像信号そのものもしくは、輝度信号をそのまま表示する場合には下記の問題
が生じる。
【０００６】
　（１）液晶パネル同士の画素のズレに起因してモアレが発生する。
【０００７】
　（２）液晶パネル同士の画素のズレが無くても、視線を傾けた場合に、第１と第２の液
晶パネルの画素に視差が生じるので、明るい映像に影が見えてしまう。
【０００８】
　上記のような問題が生じることにより、表示品位が著しく低下する。
【０００９】
　本発明は、上記の各問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、２枚の液晶パネ
ルを重ねた場合に顕著になるモアレの発生を低減させると共に、重ねた液晶パネルの画素
に視差が生じることによる映像の影を目立たなくすることで、表示品位の高い液晶表示装
置を実現するための駆動装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置の駆動装置は、上記課題を解決するために、液晶パネルを２
枚以上重ね合わせ、偏光吸収層が液晶パネルを挟んでクロスニコルの関係に設けられ、該
液晶パネルのそれぞれが同じ映像ソースに基づいた映像を出力する、バックライトを備え
た液晶表示装置の駆動装置であって、隣接した２枚の液晶パネルのうち、バックライトか
ら離れた位置に配置された液晶パネルを第１の液晶パネルとし、他方の液晶パネルを第２
の液晶パネルとしたときに、上記第１の液晶パネルに対して、映像ソースに応じた映像を
出力するとともに、上記第２の液晶パネルに対して、上記映像ソースをスムージング処理
した映像を出力する映像処理回路とを備え、上記映像処理回路は、上記映像ソースから得
られる映像データから、上記第２の液晶パネルにおける、注目画素と該注目画素に隣接す
る複数の画素からなる領域内で、該注目画素の階調値と、残りの画素の階調値との差分を
求めて、この差分が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング処理の対象となる領域
内の画素数を増やすことを特徴としている。
【００１１】
　上記の構成によれば、重ね合わせた液晶パネルのうち、最表面の液晶パネルを第１の液
晶パネルとし、該第１の液晶パネルの裏面側の液晶パネルを第２の液晶パネルとしたとき
に、上記第１の液晶パネルに対して、映像ソースに応じた映像を出力するとともに、上記
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第２の液晶パネルに対して、上記映像ソースをスムージング処理した映像を出力するよう
になっているので、同じ映像ソースであっても、第２の液晶パネルでは、第１の液晶パネ
ルに比べて輪郭をぼかした映像を表示することになる。
【００１２】
　つまり、第２の液晶パネルの映像信号にスムージング処理をすることで、結果として、
バックライトから第１の液晶パネルに照射される光の量を制御することになる。
【００１３】
　これにより、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルに同じ映像信号を入力したときに生
じるモアレ、画素のずれによる視差を目立たなくすることが可能となる。
【００１４】
　しかも、映像ソースから得られる映像データから、上記第２の液晶パネルにおける、注
目画素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域内で、該注目画素の階調値と、残
りの画素の階調値との差分を求めて、この差分が大きいほど、上記注目画素を含むスムー
ジング処理の対象となる領域内の画素数を増やすようになっているので、差分が大きい場
合に、スムージング処理の対象領域を大きくし、差分が小さい場合に、スムージング処理
の対象領域を小さくすることが可能となる。これにより、階調差（差分）が大きい場合に
生じやすいモアレを抑制し、階調差（差分）が小さい場合に問題となる階調再現性の低下
を抑制することが可能となる。
【００１５】
　従って、２枚以上の液晶パネルを重ね合わせて一つの液晶表示装置を構成した場合にお
いて、モアレの発生を抑えつつ、画素のずれによる視差を目立たなく、低階調時に問題と
なる階調再現性の低下を抑えることが可能となるので、高品位の映像を表示することがで
きる。
【００１６】
　上述した映像処理、すなわち映像ソースから、第２の液晶パネルにおける、注目画素を
含む領域内で、該注目画素の階調値と、残りの画素の階調値との差分を求めて、この差分
に応じて上記注目画素を含むスムージング処理の対象となる領域のサイズを変化させる処
理は、以下のようにして実現可能である。
【００１７】
　上記映像処理回路は、上記映像ソースがＲＧＢの映像信号であるとき、上記第２の液晶
パネルにおける、各画素のＲＧＢの階調の最大値をそれぞれ求めて第１の映像データを得
て、上記第１の映像データから、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領
域内で、該注目画素の階調値と、残りの画素の階調値との差分を求めて、この差分の上記
領域内での最大値の大きさによって、上記領域内の画素数を増減し、画素数が決定された
後の領域内における階調の最大値を上記注目画素の階調値として第２の映像データを求め
て、上記第１の映像データの注目画素の階調値と、この第１の映像データの注目画素に対
応する、上記第２の映像データの上記領域内における各画素の階調値との差分を求めて、
上記注目画素を含むスムージング処理の対象となる領域内の画素数を増やすようにしても
よい。
【００１８】
　また、上記映像処理回路は、上記映像ソースがＲＧＢの映像信号であるとき、上記第２
の液晶パネルにおける、各画素のＲＧＢの階調の最大値をそれぞれ求めて第１の映像デー
タを得て、上記第１の映像データから、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素から
なる領域内で、該注目画素から離れるにしたがって値が大きくなるようにあらかじめ設定
された２次元のフィルタの値を上記第１の映像データの領域内の各画素の階調値から差し
引いた値の最大値を該注目画素の階調値とし、この階調値が大きいほど、上記注目画素を
含むスムージング処理の対象となる領域内の画素数を増やすようにしてもよい。
【００１９】
　すなわち、上記第１の映像データから、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素か
らなる領域内で、該注目画素から離れるにしたがって値が大きくなるようにあらかじめ設
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定された２次元のフィルタの値を上記第１の映像データの領域内の各画素の階調値から差
し引いた値の最大値を該注目画素の階調値とすることで、結果として、上述したような階
調値の差分が大きいいほど、上記注目画素を含むスムージング処理の対象となる領域内の
画素数を増やすようにしている。
【００２０】
　さらに、上記映像処理回路は、上記映像ソースから得られる映像データから、上記第２
の液晶パネルにおける、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域内で、
該領域内の画素の階調値の最大値が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング処理の
対象となる領域内の画素数を増やすようにしてもよい。
【００２１】
　上記の構成によれば、重ね合わせた液晶パネルのうち、最表面の液晶パネルを第１の液
晶パネルとし、該第１の液晶パネルの裏面側の液晶パネルを第２の液晶パネルとしたとき
に、上記第１の液晶パネルに対して、映像ソースに応じた映像を出力するとともに、上記
第２の液晶パネルに対して、上記映像ソースをスムージング処理した映像を出力するよう
になっているので、同じ映像ソースであっても、第２の液晶パネルでは、第１の液晶パネ
ルに比べて輪郭をぼかした映像を表示することになる。
【００２２】
　つまり、第２の液晶パネルの映像信号にスムージング処理をすることで、結果として、
バックライトから第１の液晶パネルに照射される光の量を制御することになる。
【００２３】
　これにより、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルに同じ映像信号を入力したときに生
じるモアレ、画素のずれによる視差を目立たなくすることが可能となる。
【００２４】
　しかも、映像ソースから得られる映像データから、上記第２の液晶パネルにおける、注
目画素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域内で、該領域内の画素の階調値の
最大値が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング処理の対象となる領域内の画素数
を増やすようになっているので、階調値の最大値が大きい場合に生じやすいモアレを抑制
し、階調値の最大値が小さい場合に問題となる階調再現性の低下を抑制することが可能と
なる。
【００２５】
　従って、２枚以上の液晶パネルを重ね合わせて一つの液晶表示装置を構成した場合にお
いて、モアレの発生を抑えつつ、画素のずれによる視差を目立たなく、低階調時に問題と
なる階調再現性の低下を抑えることが可能となるので、高品位の映像を表示することがで
きる。
【００２６】
　上述した映像処理、すなわち映像ソースから得られる映像データから、上記第２の液晶
パネルにおける、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域内で、該領域
内の画素の階調値の最大値が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング処理の対象と
なる領域のサイズを変化させる処理は、以下のようにして実現可能である。
【００２７】
　また、上記映像処理回路は、上記映像ソースがＲＧＢの映像信号であるとき、上記第２
の液晶パネルにおける、各画素のＲＧＢの階調の最大値をそれぞれ求めて第１の映像デー
タを得て、上記第１の映像データから、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素から
なる領域内における階調値の最大値の大きさによって、上記領域内の画素数を増減し、画
素数が決定された後の領域内における階調の最大値を上記注目画素の階調値として第２の
映像データを求めて、該第２の映像データの注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素
からなる領域内における階調値の最大値が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング
処理の対象となる領域内の画素数を増やすようにしてもよい。
【００２８】
　さらに、上記スムージング処理は、Ｎ×Ｍ画素（Ｍ，Ｎは自然数）領域での最大階調値
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を求め、その値をＭ×Ｎ画素の中心絵素の値とし、その値に対して平滑化フィルタにより
平滑化する処理であってもよい。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明に係る液晶表示装置の駆動装置は、以上のように、隣接した２枚の液晶パネルの
うち、バックライトから離れた位置に配置された液晶パネルを第１の液晶パネルとし、他
方の液晶パネルを第２の液晶パネルとしたときに、上記第１の液晶パネルに対して、映像
ソースに応じた映像を出力するとともに、上記第２の液晶パネルに対して、上記映像ソー
スをスムージング処理した映像を出力する映像処理回路とを備え、上記映像処理回路は、
　上記映像ソースから得られる映像データから、上記第２の液晶パネルにおける、注目画
素と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域内で、該注目画素の階調値と、残りの
画素の階調値との差分を求めて、この差分が大きいほど、上記注目画素を含むスムージン
グ処理の対象となる領域内の画素数を増やすことで、モアレの発生を抑えつつ、画素のず
れによる視差を目立たなくし、低階調時に問題となる階調再現性の低下を抑えることが可
能となるので、高品位の映像を表示することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　〔実施の形態１〕
　本実施の形態にかかる液晶表示装置について以下に説明する。
【００３１】
　図１は、上記液晶表示装置の概略構成断面図を示し、図２は、該液晶表示装置の概略構
成図を示している。
【００３２】
　本実施の形態にかかる液晶表示装置は、図２に示すように、第１の液晶パネルとバック
ライトの間に第２の液晶パネルを設置し、第２の液晶パネルによって第１の液晶パネルを
照らす光の量を制御し、暗い部分での液晶パネルの光漏れを防ぐ構成となっている。
【００３３】
　上記第２の液晶パネルは、白黒表示（カラーフィルタ無し）の液晶パネルを用いる。こ
れは、視差による画素のずれが生じるために、たとえば斜め方向から見ると第２の液晶パ
ネルの赤の画素が第１の液晶パネルの青の画素と重なって見えた場合、青のカラーフィル
タは赤い光を通さないので、常に黒くなってしまうからである。しかも、カラーフィルタ
がないことで、第２の液晶パネルにおける光の透過率も損なわれない。
【００３４】
　上記液晶表示装置の構造について詳細に説明する。
【００３５】
　上記液晶表示装置は、図１に示すように、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルとを備
え、第１の液晶パネルの最表面側に偏光板Ａ、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルとの
間に偏光板Ｂ、第２の液晶パネルのバックライト側に偏光板Ｃを配した構成となっている
。上記偏光板ＡとＢ、偏光板ＢとＣはそれぞれ偏光軸が直交するように配置されている。
すなわち、偏光板ＡとＢ、偏光板ＢとＣは、それぞれクロスニコルに配置されている。
【００３６】
　上記第１の液晶パネルおよび第２の液晶パネルは、それぞれ１対の透明基板１間に液晶
を封入してなり、電気的に液晶の配向を変化させることによって、光源から偏光板に入射
した偏光を約９０度回転させる状態と、偏光を回転させない状態と、その中間状態とを任
意に変化させる手段を備える。
【００３７】
　また、第１および第２の液晶パネルは、複数の画素により画像を表示できる機能を有し
ている。このような機能を有する表示方式は、ＴＮ（TwistedNematic）方式、ＶＡ（Vert
icalAlignment）方式、ＩＰＳ（InPlainSwitching）方式、ＦＦＳ方式（Fringe Field Sw
itching）方式またはそれぞれの組み合わせによる方法があるが、単独でも高いコントラ
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ストを有するＶＡ方式が適しており、ここではＭＶＡ（MultidomainVerticalAlignment）
方式を用いて説明するが、ＩＰＳ方式、ＦＦＳ方式もノーマリブラック方式であるため、
十分な効果がある。駆動方式はＴＦＴ（ThinFilmTransistor）によるアクティブマトリッ
クス駆動を用いる。ＭＶＡの製造方法についての詳細は、日本国公開特許公報（特開平２
００１－８３５２３）などに開示されている。
【００３８】
　上記液晶表示装置における第１および第２の液晶パネルは、同じ構造であり、いずれも
対向基板１０とアクティブマトリクス基板２０とによって液晶層を挟持した構造である。
しかしながら、本実施の形態にかかる液晶表示装置では、第１の液晶パネルのみ対向基板
１０にカラーフィルタ２（２ａ～２ｃ）が設けられている。液晶は、負の誘電率異方性を
有するネマチック液晶が用いられている。
【００３９】
　第１の液晶パネルの対向基板１０は、透明基板１上にカラーフィルタ２、ブラックマト
リクス８、対向電極３が形成されたものである。
【００４０】
　これに対して、第２の液晶パネルの対向基板１０は、透明基板１上に、ブラックマトリ
クス８、対向電極３が形成されたものである。
【００４１】
　また、アクティブマトリクス基板２０は、透明基板１上に、ＴＦＴ６、信号配線５、層
間絶縁膜７、画素電極４が形成されたものであり、第１および第２の液晶パネルのいずれ
においても同じ構成である。
【００４２】
　ここで、上記構成の液晶表示装置の駆動システムについて説明する。
【００４３】
　図３は、駆動システムの概略を示すブロック図である。
【００４４】
　上記駆動システムは、図３に示すように、映像信号変換部により、各種映像信号をＲＧ
Ｂのデジタル信号に変換したのち、画像処理回路ブロック（映像処理回路）内の第１の液
晶パネル用信号処理回路および第２の液晶パネル用信号処理回路にて、第１の液晶パネル
用の画像処理、第２の液晶パネル用の画像処理をそれぞれ行なった後、各液晶パネルそれ
ぞれの液晶コントローラに信号を送っている。本実施の形態では、第１の液晶パネル用の
画像処理は、タイミングを調整するのみで、映像データそのものは、何も変換しない処理
であり、第２の液晶パネル用の画像処理は、上記映像データそのものの変換処理を行って
いる。この第２の液晶パネル用の画像処理の詳細について後述する。
【００４５】
　以下に、本実施の形態にかかる液晶表示装置の駆動方法の原理について説明する。
【００４６】
　上記構成の液晶表示装置のように、第１の液晶パネル、第２の液晶パネル、およびバッ
クライトがこの順に配設された場合、第２の液晶パネルは、第１の液晶パネルとバックラ
イトの間に位置することになるので、バックライトからの光を変調して、第１の液晶パネ
ルに照射するようになる。これにより、第１の液晶パネルは、第２の液晶パネルによって
変調された光を受けることで、コントラストの高い映像を表示するようになる。
【００４７】
　通常、このような液晶表示装置の場合、第２の液晶パネルの変調は、入力された映像信
号を元に決定されるが、第１の液晶パネルと第２の液晶パネルの画素数(解像度)が同等で
ある場合、映像信号そのものもしくは、輝度信号をそのまま表示すると、モアレが生じる
。また、視線を傾けた場合に、第１と第２の液晶パネルの画素に視差が生じるので、明る
い映像に影が見えてしまう。
【００４８】
　これを解消するために、第２の液晶パネルに供給する映像信号に対して、入力された映



(9) JP 2008-191269 A 2008.8.21

10

20

30

40

50

像信号の信号レベルが高い部分を局所的に数画素広げ、スムージング処理する方法がとら
れている。ここで、映像信号は、８ビットとする。
【００４９】
　具体的には、まず、１画素ごとにＲＧＢで入力される映像信号のＲＧＢの最大値をその
画素の値とする。この処理を１フレームの全ての画素に対してそれぞれ行なう。図４にこ
の処理を行なった後の画素配列の例の一部を示す。映像信号は８ビットなので、それぞれ
の画素は、０から２５５の２５６階調の値をとる。図４の例では、左５列が０階調（黒）
で右２列が２５５階調（白）となる。
【００５０】
　次に、各画素について±２画素の領域の最大値を求め、その値をその画素の値とする。
この処理も１フレームの全ての画素に対してそれぞれ行なう。図５にこの処理を行なった
後の配列を示す。図４の２重線で囲った画素に注目すると、この画素から±２画素の領域
は、図の太線の範囲になる。この範囲での最大値は２５５階調なので、この画素の値は、
２５５になる。ここでは、領域として±２画素で行なっているが、領域の範囲は±２画素
に限らず、±１画素でも±３画素でもよい。ただし、その場合は、後のスムージング処理
においても同じ範囲で行なう必要がある。
【００５１】
　最後に各画素について±２画素の領域の平均値を求め、小数点以下を四捨五入し、その
値をその画素の値とする。図５の２重線で囲った画素に注目すると、この画素から±２画
素の領域は、図の太線の範囲になる。この範囲の値の平均値は、２５５×１５÷２５＝１
５３となるので、この画素の階調は１５３になる。このようにして数値の大きい範囲(明
るい領域)を広げるように階調を滑らかにする。
【００５２】
　つまり、上記の駆動方法では、図４に示す各画素の周囲２画素の領域（５画素×５画素
の領域）内の最大値をその画素の値に置き換えることにより、図５の配列が得られる。さ
らに、図５の各画素の周囲２画素の領域（５画素×５画素の領域）の平均値を当該画素の
値とすることで図６の配列が得られる。
【００５３】
　従って、図４から図６への変化は、階調差が大きい場合の処理の結果、すなわちスムー
ジングサイズを５×５の固定サイズで処理した結果を表わしている。
【００５４】
　もし、図７に示すような階調差の小さい分布であれば、スムージングサイズを５×５の
固定で処理した場合、図８に示す状態を経て、図９に示すような結果となる。
【００５５】
　つまり、図７に示すように階調差が少ない領域については、スムージングサイズ固定（
５×５）であれば、図９に示すように、少ない階調差で広がってしまうため、階調再現性
が損なわれるという問題が生じる。
【００５６】
　そこで、階調差に応じてスムージングサイズを変更することが考えられるが、上述した
ように、単純に５×５の領域における階調差を見ることによって、スムージングサイズを
変更しようとすると、図１０に示した階調差の分布になってしまうため、この階調差だけ
で判断してしまうと、図１１に示すように、スムージングサイズが異なる境界で階調変化
の大きな段差が生じる。
【００５７】
　つまり、全ての部分を同じように画素領域を広げてスムージング処理すると、階調差の
少ない特に暗い部分の階調再現性が損なわれてしまうという問題が生じるので、本実施の
形態にかかる駆動システムでは、第２の液晶パネルに供給する映像信号に対して、階調差
に応じてスムージング処理を行う領域のサイズ（スムージングサイズ）を変更するように
なっている。
【００５８】
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　具体的には、階調差が大きい部分は、スムージングサイズ(上記処理中の±２画素の領
域)を大きくし、階調差が少ない部分はスムージングサイズを小さくする。
【００５９】
　但し、単に階調差を見て、スムージングサイズを変更するだけでは、スムージングサイ
ズが変わる境界が不連続になってしまうという問題が生じる
　たとえば、図４のような配列の場合、±２画素の領域の階調差をそれぞれ求めると図１
０のような値になる。この値に対してたとえば、１２８以上であれば±２画素でスムージ
ング処理をおこない、３３から１２７であれば±１画素、３２以下であればスムージング
処理を行なわないとする。そうして、同様に最大値、平均化処理を行なうと図１１のよう
な結果になり、２重線で囲んだ画素とその左の画素とでは、スムージングサイズが異なる
ので、この境界で段差が生じる。
【００６０】
　本発明は、スムージングサイズが変わる境界を滑らかにしながら、階調差によってスム
ージングサイズを変更するための画像処理を簡単な方法で行なうものである。
【００６１】
　すなわち、図３に示す画像処理回路ブロックにおける第２の液晶パネル用信号処理回路
は、映像ソースから得られる映像データから、上記第２の液晶パネルにおける、注目画素
と該注目画素に隣接する複数の画素からなる領域内で、該注目画素の階調値と、残りの画
素の階調値との差分を求めて、この差分が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング
処理の対象となる領域内の画素数を増やすようにしている。
【００６２】
　このように、駆動方法を行なうことによって、上記図７～図９への状態変化は、図１２
～図１４に示すように、小さい広がりを持った滑らかなつながりになる。以下に、駆動方
法についての詳細な説明を行う。
【００６３】
　第１の駆動方法は以下のようにして実現する。すなわち、上記画像処理ブロックの第２
の液晶パネル用信号処理回路は、上記映像ソースがＲＧＢの映像信号であるとき、上記第
２の液晶パネルにおける、各画素のＲＧＢの階調の最大値をそれぞれ求めて第１の映像デ
ータを得て、上記第１の映像データから、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素か
らなる領域内で、該注目画素の階調値と、残りの画素の階調値との差分を求めて、この差
分の上記領域内での最大値の大きさによって、上記領域内の画素数を増減し、画素数が決
定された後の領域内における階調の最大値を上記注目画素の階調値として第２の映像デー
タを求めて、上記第１の映像データの注目画素の階調値と、この第１の映像データの注目
画素に対応する、上記第２の映像データの上記領域内における各画素の階調値との差分を
求めて、この差分が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング処理の対象となる領域
内の画素数を増やすようにしている。
【００６４】
　図１５は、第１の駆動方法の処理流れの一例を示すフローチャートである。
【００６５】
　ここで、第２の液晶パネル用信号処理回路に入力される映像信号は、第１の液晶パネル
に入力される映像信号と同様に、ＲＧＢ各色８ビットの映像信号である。
【００６６】
　まず、入力映像信号（ＲＧＢ２４ビット）が入力されると（ステップＳ１）、ＲＧＢの
最大値を選択する（ステップＳ２）。具体的には、各画素のＲＧＢのうちの最大値を１フ
レーム分に対してとる。この配列を配列Ａとする。
【００６７】
　次に、基準の画素値と周り５×５ドットの画素値との差を取る（ステップＳ３）。具体
的には、配列Ａの各画素に対してたとえば、±２画素のエリア（５×５画素）で中心の画
素との差の最大値を取る。
【００６８】
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　そして、差が１２７よりも大きいか否かを判定する（ステップＳ４）。ここで、差が１
２７よりも大きい、すなわち１２８以上であると判定された場合、５×５ドットの最大値
を取る（ステップＳ５）。つまり、この差が１２８以上であった場合、±２画素のエリア
（５画素×５画素）の最大値をその画素の値として、ステップＳ６に移行する。
【００６９】
　一方、ステップＳ４において、差が１２７以下であると判定されれば、ステップＳ７に
移行して、基準の画素値と周りの３×３ドットの画素値との差を取る。
【００７０】
　そして、差が３２よりも大きいか否かを判定する（ステップＳ８）。ここで、差が３２
よりも大きい、すなわち３３以上であると判定された場合、３×３ドットの最大値を取る
（ステップＳ９）。つまり、この差が３３以上であった場合、±１画素のエリア（３画素
×３画素）のエリアの最大値をその画素の値として、ステップＳ６に移行する。
【００７１】
　一方、ステップＳ８において、差が３２以下であると判定された場合、基準の画素値を
取る（ステップＳ１０）。つまり、差が３２以下である場合、画素値を変更しないで、ス
テップＳ６に移行する。
【００７２】
　以上のようにして、ステップＳ５，Ｓ９，Ｓ１０において、各エリアの最大値を取った
値の配列を配列Ｂとする。
【００７３】
　その後、ステップＳ６において、基準の画素値と最大値を取った後の周りの５×５ドッ
トとの差を取る。すなわち、配列Ａの各要素の値と、配列Ｂのその位置に対応する要素の
±２画素のエリア（５画素×５画素）との差の最大値をとる。
【００７４】
　続いて、上記の差が１２７よりも大きいか否かを判定する（ステップＳ１１）。ここで
、この差が１２７よりも大きい、すなわち１２８以上であると判定された場合、５×５ド
ットの平均値を取る（ステップＳ１２）。すなわち、注目画素を中心として±２画素のエ
リアの平均値をその位置の値とする。
【００７５】
　一方、ステップＳ１１において、差が１２７以下であると判定された場合、基準の画素
値と最大値を取った後の周り３×３ドットの画素値との差を取る（ステップＳ１３）。す
なわち、注目画素を中心として±１画素のエリア（３画素×３画素）の領域に対して、ス
テップＳ６と同様に差をとる。
【００７６】
　そして、上記の差が３２よりも大きいか否かを判定する（ステップＳ１４）。ここで、
この差が３２よりも大きい、すなわち３３以上であると判定された場合、３×３ドットの
平均値を取る（ステップＳ１５）。すなわち、注目画素を中心として±１画素のエリアの
平均値をその位置の値とする。
【００７７】
　一方、ステップＳ１４において、差が３２以下であると判定された場合、最大値を取っ
た後の画素値を取る（ステップＳ１６）。すなわち、配列Ｂのその位置の要素をそのまま
とる。
【００７８】
　たとえば、配列Ａが図４のようであったら、配列Ｂは、図５のようになり、最終結果は
、図６のようになる。すなわち、注目画素を中心として±２画素でスムージング処理を行
なった場合と同じになる。
【００７９】
　次に、配列Ａが図１２のようであった場合、±２画素の階調差が１２８を超える画素は
なく、±１画素の階調差が３３以上の領域は、５列目と６列目なので、その最大値をとる
とすなわち配列Ｂは、図１３のようになる。ここで、配列Ａの２重線で囲った画素に注目
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すると、この画素の値と、配列Ｂのこの画素の位置に値する画素（２重線で囲った画素）
の±２画素の領域のそれぞれの値との差の最大値は１００であるので、１２８以上を満た
さない。したがって、±１画素の領域のそれぞれの値との差を見るとその最大値は１００
になるので、±１画素の領域の平均値を取る。結果として、図１４のようになる。
【００８０】
　このようにして、第２の液晶パネルに表示する映像信号を第１の液晶パネルに表示する
映像信号より、その値が高い部分が広がるようなスムージング処理を行い、輝度差によっ
てスムージングサイズが変更される。
【００８１】
　以上のように、上記の駆動方法においては、映像信号から得られた配列Ａ（図４あるい
は図１２）を階調差に応じて信号レベルが高い部分を２画素、あるいは１画素広げること
で、配列Ｂ（図５あるいは図１３）を得、この配列Ｂを元の信号との階調差に応じてスム
ージング処理していることになる。
【００８２】
　上記の第１の駆動方法では、配列Ａから配列Ｂを得ることによって、第２の液晶パネル
に対してスムージング処理を施す例について説明したが、下記の第２の駆動方法では、上
記の配列Ｂを用いない例について説明する。
【００８３】
　上記第２の駆動方法は以下のようにして実現する。すなわち、上記画像処理ブロックの
第２の液晶パネル用信号処理回路は、上記映像ソースがＲＧＢの映像信号であるとき、上
記第２の液晶パネルにおける、各画素のＲＧＢの階調の最大値をそれぞれ求めて第１の映
像データを得て、上記第１の映像データから、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画
素からなる領域内で、該注目画素から離れるにしたがって値が大きくなるようにあらかじ
め設定された２次元のフィルタの値を上記第１の映像データの領域内の各画素の階調値か
ら差し引いた値の最大値を該注目画素の階調値とし、この階調値が大きいほど、上記注目
画素を含むスムージング処理の対象となる領域内の画素数を増やすようにしている。
【００８４】
　図１６は、第２の駆動方法の処理の流れを示すフローチャートである。
【００８５】
　ここで、第２の液晶パネル用信号処理回路に入力される映像信号は、第１の液晶パネル
に入力される映像信号と同様に、ＲＧＢ各色８ビットの映像信号である。
【００８６】
　まず、入力映像信号（ＲＧＢ２４ビット）が入力されると（ステップＳ２１）、ＲＧＢ
の最大値を選択する（ステップＳ２２）。具体的には、各画素のＲＧＢのうちの最大値を
１フレーム分に対してとる。この配列を配列Ａとする。
【００８７】
　次に、配列Ａの各画素に対して、９×９ドットの値からフィルタの値をそれぞれ引く（
ステップＳ２３）。すなわち、注目画素に対して±４画素のエリア（９画素×９画素）の
各要素に対して、図１７に示すフィルタにおいて設定されている定数をそれぞれ引く。こ
のフィルタでは、図１７に示すように、中心からの距離に対して遠いほど大きくなるよう
な値を定数として設定している。
【００８８】
　ステップＳ２３においてそれぞれ引いた値が負の数になる場合は、０とする（ステップ
Ｓ２４）。なお、負の数にならない場合には、引いた値をそのままにする。
【００８９】
　そして、差分をとった９×９画素の配列の最大値をその中心の位置の値とする（ステッ
プＳ２５）。この作業を１フレーム内の全部の画素に対して行なう。このようにして、第
２の液晶パネルに表示する映像信号を第１の液晶パネルに表示する映像信号より、その値
が高い部分が広がるようなスムージング処理を行い、輝度差によってスムージングサイズ
が変更される。



(13) JP 2008-191269 A 2008.8.21

10

20

30

40

50

【００９０】
　たとえば、配列Ａが図４のような場合、二重線で囲まれた画素の±４画素のエリアに対
して図１７のフィルタの値をそれぞれ引くとその最大値は、２画素右隣の２５５からその
位置のフィルタの値１０２を引いた１５３になる。このように全画素に対して処理を行な
うと結果は、図６と同じになる。つまり、ある隣接間の階調差がこのフィルタの隣接間の
階調差より大きい場合には、フィルタの隣接間の階調をとるようにすることができる。
【００９１】
　以上のように、上記の第２の駆動方法では、第１の駆動方法で用いた配列Ｂを得る代わ
りに、図１７に示すフィルタを用いて配列Ａをスムージング処理している。
【００９２】
　上記構成の液晶表示装置による効果について、図１８～図２１を参照しながら以下に説
明する。
【００９３】
　図１８は、第２の液晶パネルに対して本実施の形態で述べた画像処理、すなわちスムー
ジング処理を施していない場合の見え方を説明する図である。
【００９４】
　図１９は、第２の液晶パネルに対して本実施の形態で述べた画像処理、すなわちスムー
ジング処理を施した場合の見え方を説明する図である。
【００９５】
　通常、２枚の液晶パネル（第１の液晶パネル、第２の液晶パネル）に同じ映像信号を入
力した場合、２枚の液晶パネルのガラスの厚みによる視差が生じ、光が干渉してモアレが
見える。また、図１８に示すように視線を傾けたときに２組の液晶パネルの画素がずれて
見えるので、第２の液晶パネルの透過率が高い画素を通して第１の液晶パネルの透過率が
低い部分が見えてしまう。
【００９６】
　そこで、第２の液晶パネルの透過率が高い部分を第１の液晶パネルに比べて広げるよう
にスムージング処理することにより、光の干渉によるモアレを抑制し、図１９に示すよう
に視線を傾けたときでも第２の液晶パネルの暗い部分は見えないようにできる。
【００９７】
　しかしながら、全ての場合において同じように透過率が高い部分を広げてしまうと以下
に示すような問題が生じる。具体的には、図２０に示すように、階調差が少ないところで
も同じように透過率が高い部分が広がってしまうので、階調再現性が損なわれたり、輪郭
がぼけたりしてしまう。
【００９８】
　そこで、上記した本実施の形態にかかる駆動方法（第１、第２の駆動方法のいずれか一
方）を用いることで、階調の差が少ない部分では、透過率が高い部分を広げる量を少なく
する、あるいは、広げないようにすることにより、階調再現性を保ち、図２１に示すよう
に輪郭がぼけないようにすることができる。
【００９９】
　本実施の形態１では、駆動方法として、スムージング処理対象領域の画素数を、該領域
の階調差の大きさに応じて調整する駆動方法（第１、第２の駆動方法）について説明した
が、以下の実施の形態２では、スムージング処理対象領域の画素数を、該領域の階調の最
大値の大きさに応じて調整する駆動方法（第３の駆動方法）の例について説明する。
〔実施の形態２〕
　本発明の他の実施の形態について説明すれば、以下の通りである。なお、本実施の形態
で説明する駆動方法（第３の駆動方法）を適用する液晶表示装置は、前記実施の形態１で
説明した図２に示す液晶表示装置と同じ構成であるので、詳細については省略する。
【０１００】
　第３の駆動方法は以下のようにして実現する。すなわち、上記画像処理ブロックの第２
の液晶パネル用信号処理回路は、上記映像ソースがＲＧＢの映像信号であるとき、上記第
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２の液晶パネルにおける、各画素のＲＧＢの階調の最大値をそれぞれ求めて第１の映像デ
ータを得て、上記第１の映像データから、注目画素と該注目画素に隣接する複数の画素か
らなる領域内での階調の最大値の大きさによって、上記領域内の画素数を増減し、画素数
が決定された後の領域内における階調の最大値を上記注目画素の階調値として第２の映像
データを求めて、この第２の映像データの上記領域内における階調の最大値を求めて、こ
の最大値が大きいほど、上記注目画素を含むスムージング処理の対象となる領域内の画素
数を増やすようにしている。
【０１０１】
　図２２は、上記第３の駆動方法の処理の流れを示すフローチャートである。
【０１０２】
　ここで、第２の液晶パネル用信号処理回路に入力される映像信号は、第１の液晶パネル
に入力される映像信号と同様に、ＲＧＢ各色８ビットの映像信号である。
【０１０３】
　まず、入力映像信号（ＲＧＢ２４ビット）が入力されると（ステップＳ３１）、ＲＧＢ
の最大値を選択する（ステップＳ３２）。具体的には、各画素のＲＧＢのうちの最大値を
１フレーム分に対してとる。この配列を配列Ａとする。
【０１０４】
　次に、基準の画素値を中心とする周り５×５ドットの画素値の最大値を取る（ステップ
Ｓ３３）。具体的には、配列Ａの各画素に対してたとえば、±２画素のエリア（５×５画
素）での最大値Ｍを取る。
【０１０５】
　そして、この最大値Ｍが１２７よりも大きいか否かを判定する（ステップＳ３４）。こ
こで、最大値Ｍが１２７よりも大きい、すなわち１２８以上であると判定された場合、５
×５ドットの最大値Ｍを取る（ステップＳ３５）。つまり、この最大値Ｍが１２８以上で
あった場合、±２画素のエリア（５画素×５画素）の最大値Ｍをその画素の値として、ス
テップＳ３６に移行する。
【０１０６】
　一方、ステップＳ３４において、最大値Ｍが１２７以下であると判定されれば、ステッ
プＳ３７に移行して、基準の画素値の周りの３×３ドットの画素値の最大値Ｎを取る。
【０１０７】
　そして、この最大値Ｎが３２よりも大きいか否かを判定する（ステップＳ３８）。ここ
で、最大値Ｎが３２よりも大きい、すなわち３３以上であると判定された場合、３×３ド
ットの最大値Ｎを取る（ステップＳ３９）。つまり、この最大値Ｎが３３以上であった場
合、±１画素のエリア（３画素×３画素）のエリアの最大値Ｎをその画素の値として、ス
テップＳ３６に移行する。
【０１０８】
　一方、ステップＳ３８において、最大値Ｎが３２以下であると判定された場合、基準の
画素値を取る（ステップＳ４０）。つまり、最大値Ｎが３２以下である場合、画素値を変
更しないで、ステップＳ３６に移行する。
【０１０９】
　以上のようにして、ステップＳ３５，Ｓ３９，Ｓ４０において、各エリアの最大値を取
った値の配列を配列Ｂとする。
【０１１０】
　その後、ステップＳ３６において、最大値を取った後の周りの５×５ドットの最大値Ｍ
２を取る。すなわち、配列Ｂのその位置に対応する要素の±２画素のエリア（５画素×５
画素）の最大値Ｍ２をとる。
【０１１１】
　続いて、上記の最大値Ｍ２が１２７よりも大きいか否かを判定する（ステップＳ４１）
。ここで、この最大値Ｍ２が１２７よりも大きい、すなわち１２８以上であると判定され
た場合、５×５ドットの平均値を取る（ステップＳ４２）。すなわち、注目画素を中心と
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して±２画素のエリアの平均値をその位置の値とする。
【０１１２】
　一方、ステップＳ４１において、最大値Ｍ２が１２７以下であると判定された場合、周
り３×３ドットの画素値の最大値Ｎ２を取る（ステップＳ４３）。すなわち、注目画素を
中心として±１画素のエリア（３画素×３画素）の領域に対して、ステップＳ３６と同様
に最大値をとる。
【０１１３】
　そして、上記の最大値Ｎ２が３２よりも大きいか否かを判定する（ステップＳ４４）。
ここで、この最大値Ｎ２が３２よりも大きい、すなわち３３以上であると判定された場合
、３×３ドットの平均値を取る（ステップＳ４５）。すなわち、注目画素を中心として±
１画素のエリアの平均値をその位置の値とする。
【０１１４】
　一方、ステップＳ１４において、最大値Ｎ２が３２以下であると判定された場合、最大
値を取った後の画素値を取る（ステップＳ４６）。すなわち、配列Ｂのその位置の要素を
そのままとる。
【０１１５】
　たとえば、配列Ａが図２３のようであったら、配列Ｂは、図２４のようになり、最終結
果は、図２５のようになる。すなわち、注目画素を中心として±２画素でスムージング処
理を行なった場合と同じになる。
【０１１６】
　次に、配列Ａが図２６のようであった場合、±２画素の最大値Ｍが１２８を超える画素
はなく、±１画素の最大値Ｎが３３以上の領域は、５列目と６列目なので、その最大値Ｎ
をとるとすなわち配列Ｂは、図２７のようになる。つぎに、配列Ｂの±２画素の領域にお
ける最大値Ｍが１２８超える画素もなく、±１画素の領域の最大値Ｎが３３以上の領域は
、４～６列目なので、±１画素の領域の平均値を取る。結果として、図２８のようになる
。
【０１１７】
　このようにして、第２の液晶パネルに表示する映像信号を第１の液晶パネルに表示する
映像信号より、その値が高い部分が広がるようなスムージング処理を行い、画素の最大値
によってスムージングサイズが変更される。
【０１１８】
　以上のように、上記の第３の駆動方法においては、映像信号から得られた配列Ａ（図２
３あるいは図２６）を階調値の大きさに応じて信号レベルが高い部分を２画素、あるいは
１画素広げることで、配列Ｂ（図２４あるいは図２７）を得、この配列Ｂの階調値の大き
さに応じてスムージング処理していることになる。
【０１１９】
　以上、本実施の形態では、液晶パネルを２枚重ね合わせた場合の例について説明したが
、本発明は、これに限定されるものではなく、液晶パネルを３枚重ね合わせた場合であっ
ても同様の効果を奏することできる。以下の実施の形態３では、液晶パネルを３枚重ね合
わせた例について説明する。
【０１２０】
　〔実施の形態３〕
　図２９は、液晶パネルを３枚重ね合わせた場合の液晶表示装置の概略を示す図である。
【０１２１】
　上記液晶表示装置は、図２に示す液晶表示装置において、第２の液晶パネルとバックラ
イトユニットとの間に第３の液晶パネルを配した構成となっている。
【０１２２】
　上記構成の液晶表示装置において、第３の液晶パネルと第２の液晶パネルとの間隙は、
第１の液晶パネルと第２の液晶パネルとの間隙と同じとして、第３の液晶パネルと第２の
液晶パネルにも同様に、モアレが生じ、斜め視差からの影が問題となる。
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【０１２３】
　したがって、第３の液晶パネルに入力する映像信号のスムージング処理は、第２の液晶
パネルに入力するスムージング処理よりさらに１から２画素広げた領域で行なう必要があ
る。
【０１２４】
　具体的には、上記実施の形態１における第２の液晶パネルへの信号のスムージングサイ
ズが５×５の領域を９×９に、３×３の領域を５×５にする。この際、各液晶パネルのγ
設定を調整する必要がある。
【０１２５】
　上記構成の液晶表示装置における駆動方法について図３０～図３５を参照しながら以下
に説明する。なお、図３０～図３５に示す配列は、第３の液晶パネルにおける配列を示し
ている。
【０１２６】
　図３０は、入力映像信号のＲＧＢの最大値を画素ごとに取った結果を示す図である。
【０１２７】
　図３０の２重線で囲まれた画素の周り４画素の領域（図の全領域）における最大の階調
差は、２５５となるので、その領域における最大値を２重線で囲まれた画素の値とする。
この処理を全画素について行なった結果が、図２４となる。さらに、図３０の２重線で囲
まれた画素と図３１の全領域における画素との最大の階調差も２５５となるので、図３１
では、各画素の周り４画素の領域の平均値をその画素の値とする。
【０１２８】
　この処理を各画素ごとに行なった結果は、図３２に示すようになる。このように階調差
が大きいところでは、広がりも大きくなることで、モアレを抑制し、斜め視角からの裏パ
ネル（第３の液晶パネル）の陰になる部分も見えなくなる。
【０１２９】
　続いて、液晶パネルに入力される映像信号において、階調差がやや小さい場合のスムー
ジング処理について説明する。図３３は、入力映像信号のＲＧＢの最大値を画素ごとに取
った結果を示している。この場合、図３３の2重線で囲んだ画素から見て周り４画素の領
域におけるこの画素自身との階調差は、最大１００となるので、この大きさで最大値をと
る処理は行わない。
【０１３０】
　次に、図３３の２重線で囲まれた画素から見て、周り２画素の領域（図の太線で囲まれ
た領域）における２重線で囲まれた画素との最大階調差は、１００となるので、この大き
さで最大値を取得する。この処理を全ての画素において行なった結果を図３４に示す。
【０１３１】
　同様に、図３３の２重線で囲まれた画素と、図３４の太線で囲まれた領域の最大階調差
は、１００となるので、この領域の平均値を中心の画素値とする。全ての画素において処
理を行なった結果を図３５に示す。
【０１３２】
　図３２および、図３５の結果を第３の液晶パネルに入力し、図６および、図１４の結果
を第２の液晶パネルに入力し、図４、および図１２の映像信号を第１の液晶パネルに入力
することにより、暗部がより黒く締まった映像を出力することが可能となる。
【０１３３】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１３４】
　テレビジョン受信機、モニター等の広視野角表示が必要な、液晶パネルを２枚以上重ね
合わせた液晶表示装置に好適である。
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【図面の簡単な説明】
【０１３５】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、液晶表示装置の要部構成を示す概略断面図
である。
【図２】上記液晶表示装置の概略構成図である。
【図３】上記液晶表示装置を駆動するための駆動システムの要部構成を示すブロック図で
ある。
【図４】図３に示す駆動システムにおいて処理した画素配列を示す図である。
【図５】図４に示す画素配列に対して映像処理した後の画素配列を示す図である。
【図６】図４に示す画素配列に対して、図５に示す画素配列を用いてスムージング処理し
た画素配列を示す図である。
【図７】図３に示す駆動システムにおいて処理した画素配列を示す図である。
【図８】図７に示す画素配列に対して映像処理した後の画素配列を示す図である。
【図９】図７に示す画素配列に対して、図８に示す画素配列を用いてスムージング処理し
た画素配列を示す図である。
【図１０】従来の映像処理を施した画素配列を示す図である。
【図１１】図１０に示す画素配列に対してスムージング処理した画素配列を示す図である
。
【図１２】図３に示す駆動システムにおいて処理した画素配列を示す図である。
【図１３】図１２に示す画素配列に対して映像処理した後の画素配列を示す図である。
【図１４】図１２に示す画素配列に対して、図１３に示す画素配列を用いてスムージング
処理した画素配列を示す図である。
【図１５】本発明の第１の駆動方法の処理の流れを示すフローチャートである。
【図１６】本発明の第２の駆動方法の処理の流れを示すフローチャートである。
【図１７】図１６に示す第２駆動方法で使用するフィルタを示す図である。
【図１８】２枚重ねた液晶パネルからなる液晶表示装置における視差による問題点を説明
するための図である。
【図１９】図１８で示した問題点を解決したことを説明するための図である。
【図２０】２枚重ねた液晶パネルからなる液晶表示装置における階調再現性が損なわれる
原理を示す図である。
【図２１】図２０で示した原理から問題点を解決したことを説明するための図である。
【図２２】本発明の第３の駆動方法の処理の流れを示すフローチャートである。
【図２３】図３に示す駆動システムにおいて処理した画素配列を示す図である。
【図２４】図２３に示す画素配列に対して映像処理した後の画素配列を示す図である。
【図２５】図２４に示す画素配列にたいしてスムージング処理した画素配列を示す図であ
る。
【図２６】図３に示す駆動システムにおいて処理した画素配列を示す図である。
【図２７】図２６に示す画素配列に対して映像処理した後の画素配列を示す図である。
【図２８】図２７に示す画素配列にたいしてスムージング処理した画素配列を示す図であ
る。
【図２９】本発明の他の実施形態を示すものであり、液晶表示装置の概略構成を示す図で
ある。
【図３０】図２９に示す液晶表示装置に入力される映像信号の画素配列を示す図である。
【図３１】図３０に示す映像信号に対して映像処理（最大値抽出）をしたときの画素配列
を示す図である。
【図３２】図３１に示す画素配列に対してスムージング処理をした画素配列を示す図であ
る。
【図３３】図２９に示す液晶表示装置に入力される映像信号の画素配列を示す図である。
【図３４】図３３に示す映像信号に対して映像処理（最大値抽出）をしたときの画素配列
を示す図である。



(18) JP 2008-191269 A 2008.8.21

10

【図３５】図３４に示す画素配列に対してスムージング処理をした画素配列を示す図であ
る。
【符号の説明】
【０１３６】
　１　透明基板
　２　カラーフィルタ
　３　対向電極
　４　画素電極
　５　信号配線
　６　ＴＦＴ
　７　層間絶縁膜
　８　ブラックマトリクス
１０　対向基板
２０　アクティブマトリクス基板
Ａ　偏光板
Ｂ　偏光板
Ｃ　偏光板

【図１】 【図２】



(19) JP 2008-191269 A 2008.8.21

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【図３１】
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